














































La《morale mixte》de la société humaine : La politesse chez Bergson
Kaoru TANIGUCHI
ABSTRACT
Dans son discours sur《la politesse》，le jeune professeur de philosophie Bergson traite la ques-
tion de la politesse d’une façon particulière. On y retrouve des enchainements qui se relient aux
problèmes centraux de la pensée Bergsonienne : le langage et la spatialisation que nous imposons à
la durée réelle, le《clos》et《l’ouvert》，le problème de l’acte libre…etc. Elle montre une《morale
mixte》réalisée au milieu des relations et des tâches humaines. Cet article a pour but de mettre au
clair le sens philosophique de la politesse et l’apprentissage de l’ouverture qu’elle nous offre chez
Bergson.
KEYWORDS : Bergson, politesse, langage, ouverture
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12 La Politesse, Payot & Rivages,（序文），p．15
13 R.M. Mossé－Bastide，前掲書，pp．3－4
14 こうしたベルクソンのメッセージは、本年1月のシ
ャルリ・エブド事件を目の当たりにした私達にとっ
て一層切迫した重要性を持つ。詳述は別の機会にゆ
ずらなくてはならないが、「概念と対話によって」
戦うことなど、実際には相当の教育水準を必要とす
るもので、やはりエリート向けの戯言でしかないと
片づけることは簡単である。しかし、共和国の精神
が、暴力の連鎖に陥るのではなく、人民の共存と共
生を真に可能にするものであろうとするなら、「概
念と対話によって」こそ戦うことを放棄したり回避
したりは出来ないはずである。
人間の社会と共同性――ベルクソン哲学にみる「ことば」の力と「礼儀正しさ」――
― １３ ―
抄 録
本稿では1880年代から90年代に二十代のベルクソンが述べた式辞，中でも「礼儀正しさ」に注目
して考察を進める。これらの式辞は，最初の著作である『意識に直接与えられたものへの与件』で
の言語批判や，最晩年の『道徳と宗教の二源泉』での道徳性の理論など，のちのちベルクソンが展
開する主題が萌芽的に含まれているだけでなく，他の著作ではあまり見られない独自の主題につい
てもベルクソンらしい検討が試みられている点で，注目に値する。本稿では，「礼儀正しさ」とい
う式辞の言語論，対人関係論を概観し，そこでは意味作用を逸脱する，「人に呼びかける力」とし
ての言語が，自由な行為を開く有り様が描かれていることを明らかにする。そうした図式は『道徳
と宗教の二源泉』での聖人とその呼びかけに応える人との関係と類比的だが，「礼儀正しさ」の式
辞で論じられているのは，聖人ならぬ凡庸な人間としての私たちが取り結ぶ関係である点に特徴が
ある。言葉の意味作用が力を持たないような場面で，何の助けも手掛かりも持たずに，それでも他
者との自由な人格同士としての交わりが成立しうるわずかな可能性にかけて，ストイックに立ち向
かう―そうしたベルクソン哲学の根本的な道徳的態度を「礼儀正しさ」の式辞は示している。
キーワード：ベルクソン，礼儀正しさ，言語，社会
谷口 薫
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